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平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す

２２

勝
浦
の
町

ひ
な
祭
り
一
色
に

梅
の
花
が
ほ
こ
ろ
び
始
め
た
二
月
十
八
日
に
開
幕
し
た
「
第
十
九
回
ビ
ッ

グ
ひ
な
祭
り
」
。
新
聞
や
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
な
ど
マ
ス
コ
ミ
各
社
の
報
道
が

続
き
、
連
日
大
盛
況
で
賑
わ
い
、
特
に
今
回
は
、
近
畿
・
阪
神
や
中
国
地
方

か
ら
訪
れ
る
県
外
客
が
多
く
、
一
日
三
千
人
を
超
え
る
記
録
的
な
日
も
あ
り
、

期
間
中
四
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

ひ
な
祭
り
は
、
三
月
二
十
一
日
に
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
ま
し
た
が
、
今
年

は
桜
の
花
も
開
花
が
早
く
、
ひ
な
人
形
と
の
別
れ
を
惜
し
む
声
も
多
く
聞
か

れ
、
四
月
七
日
ま
で
飾
り
ま
す
。

ひ
な
祭
り
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
始
ま
っ
た
、
「
ふ

れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と
」
を
中
心
と
し
た
「
奥
座
敷
」

も
、
今
年
で
五
年
目
と
な
り
、
ア
イ
デ
ア
を
こ
ら
し

た
創
造
豊
か
な
ひ
な
飾
り
と
と
も
に
、
家
々
の
軒
先

に
も
お
ひ
な
様
が
飾
ら
れ
、
道
行
く
人
々
の
な
ご
み

の
街
道
と
な
り
、
終
点
の
森
本
家
の
ひ
な
飾
り
に
は
、

静
寂
の
な
か
に
、
雅
や
か
な
世
界
が
創
り
出
さ
れ
大

反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

ま
た
今
回
か
ら
、
西
岡
商
店
街
や
勝
浦
中
央
商
店

街
の
住
民
の
協
力
に
よ
り
、
軒
先
に
ひ
な
飾
り
が
出

現
し
、
町
全
体
が
ひ
な
祭
り
一
色
と
な
り
、
町
内
外

の
人
々
に
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

今
回
は
、
勝
浦
で
も
昔
な
つ
か
し
く
な
っ
た
「
遊

山
」
を
テ
ー
マ
に
と
、
遊
山
に
思
い
を
込
め
た
飾
り

付
け
、
「
遊
山
箱
展
示
」、
「
遊
山
弁
当
の
販
売
」
な

ど
初
め
て
の
試
み
と
な
り
ま
し
た
が
、
予
想
外
の
大

好
評
で
、
徳
島
独
特
の
文
化
と
言
わ
れ
て
い
る
「
遊

山
」
の
再
生
と
、
今
後
の
発
展
を
予
感
さ
せ
る
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

町
民
み
な
さ
ん
の
理
解
と
協
力
で
、
日
本
に
春
を

呼
ぶ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
こ
こ
ま
で
発
展
し
た
ビ
ッ
グ

ひ
な
祭
り
。
勝
浦
町
か
ら
人
形
を
里
親
と
し
て
贈
り
、

同
時
開
催
す
る
市
町
村
も
増
え
、
全
国
的
に
大
反
響

を
呼
ん
で
お
り
ま
す
が
、
い
よ
い
よ
来
年
の
春
に
は

「
全
国
に
ひ
な
祭
り
を
仕
掛
け
た
ま
ち
」
と
し
て
、

記
念
す
べ
き
第
二
十
回
を
迎
え
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
二
十
歳
の
春
」
を
迎
え
る
こ

と
は
、
や
っ
と
大
人
の
仲
間
入
り
が
で
き
る
こ
と
で

あ
り
、
実
行
委
員
会
の
目
標
で
あ
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル

勝
浦
」
は
、
日
本
の
文
化
で
あ
る
ひ
な
人
形
を
、
さ

ら
に
世
界
の
人
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
訪
れ
て
い

た
だ
き
た
い
と
の
思
い
と
、
勝
浦
の
知
名
度
を
高
め

る
こ
と
で
あ
り
、
「
世
界
の
勝
浦
」
を
実
現
で
き
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
町
ぐ
る
み
の
ひ
な
祭
り
が
不
可

欠
で
あ
り
、
今
回
の
家
々
の
ひ
な
飾
り
は
、
新
し
い

息
吹
と
し
て
町
民
み
な
さ
ん
の
理
解
と
協
力
に
感
謝

し
、
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、
ご
意
見
と
ア
イ
デ
ア

に
期
待
す
る
も
の
で
す
。

お
願
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ひ
な
祭
り
の
飾
り
付
け
に
は
、
約
一
か
月
を

要
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
大
変
な
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
四
月
八
日
か
ら
片
付
作
業
に
入
り

ま
す
の
で
、
一
人
で
も
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

四
月
八
日

～
十
四
日

ま
で

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

場
所

勝
浦
町
・
生
名

「
人
形
文
化
交
流
館
」

※
予
定
よ
り
早
く
終
了
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
実
行
委
員
会

（
４
２
）３
３
０
０

大
盛
況
で
フ
ィ
ナ
ー
レ
！



平
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催
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平成19年４月１日から

児童手当制度が拡充されました

【問い合わせ】 勝浦町福祉課 児童福祉係 42－1502

児童手当制度のしくみ
支給対象

児童手当は、12歳到達後の最初の３月31日までの

間にある児童（小学校修了前の児童）を養育してい

る方に支給されます。ただし、前年（１月から５月

までの月分の手当については前々年）の所得が一定

額以上の場合には、児童手当は支給されません。

支給手続き

児童手当は、児童を養育する家計の主たる生計維

持者が申請し、住所地の市区町村長（公務員の方は

勤務先）の認定を受けることにより、申請した翌月

分から支給されることになります。

支給月額

３歳未満 一律10,000円

３歳以上 第１子・第２子 5,000円

第３子以降 10,000円

支払時期・支給日

児童手当は、原則として、毎年２月、６月、10月

に、それぞれの前月分までが支給されます。

所得制限限度額

所得制限限度額は、前年（１月から５月までの月

分については前々年）の所得額で判定します。また、

所得には一定の控除があります。なお、所得制限限

度額は年によって変更されることがありますので、

詳しくは市区町村窓口（公務員の方は勤務先）へお

問い合わせください。具体的な所得制限限度額は次

のとおりです。
(単位：万円)２

３

４

５１

注１）所得税法に規定する老人控除対象配偶者又は老人扶養

親族がある者についての限度額（所得額ベース）は左記の

額に当該老人控除対象配偶者又は老人扶養親族１人につき

６万円を加算した額。

注２）扶養親族等の数が６人以上の場合の限度額（所得額ベー

ス）は、１人につき38万円（扶養親族等が老人控除対象配

偶者又は老人扶養親族であるときは44万円）を加算した額。

扶養親族等の数
自営業者

（国民年金加入者）
サラリーマン

（厚生年金等加入者）

０人 ４６０.０ ５３２.０

１人 ４９８.０ ５７０.０

２人 ５３６.０ ６０８.０

３人 ５７４.０ ６４６.０

４人 ６１２.０ ６８４.０

５人 ６５０.０ ７２２.０

我が国における急速な少子化の進行等を踏まえ、若い子育て世帯等の経済的負担の

軽減を図る観点から、３歳未満の乳幼児の養育者に対する児童手当の額を、第１子お

よび第２子について倍増し、出生順位にかかわらず一律月１万円となりました。

なお、３歳以上の児童の児童手当の額、支給対象年齢および所得制限限度額につい

ては、現行どおりです。

拡充の
内 容

０歳以上３歳未満の児童の養育者に対する児童手当 ３歳以上（現行どおり）

（現行） （改正）

第１子、第２子 月額５千円 → 月額１万円（倍増） 第１子、第２子 月額５千円

第３子以降 月額１万円 → 月額１万円（現行どおり） 第３子以降 月額１万円

※今回の改正では、受給者から特段の手続きを行う必要はありません。

なお、平成19年４月から３歳未満の児童手当等の額は一律月額１万円となりますが、

３歳到達後の翌月からは、第１子および第２子の手当額は５千円となります。

施行日：平成19年４月１日（拡充後の最初の支給月 平成19年６月）
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催
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まちかど散歩みち

平成18年度朝桐奨学賞に、中西保友さ

んと杉本有沙さんが選ばれました。

この賞は、名誉町民・故朝桐猪平氏の

尊いご遺志を永久に遺すため、ご遺族か

ら寄付された資金で設けられたもので、

毎年勝浦中学校を卒業する生徒の中から

優秀な方に贈られています。

平成18年度

朝桐奨学賞

杉 本 有 沙 さん

（坂本)

中 西 保 友 さん

（久国)

地
区
対
抗

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第35回

優勝 星 谷 準優勝 沼江･石原･山西･掛谷

第30回夏休み犬の絵コンクール（社団法人ジャパンケネル

クラブ主催）に、全国の小学校・絵画教室などからの応募が

あり、応募総数42,622点の中から、厳選なる審査の結果、就

学前の部の作品で最高の名誉である「理事長賞」に横瀬保育

所 秋成怜美さん（久国）が選ばれ授与されました。

おめでとうございます。

第30回 夏休み犬の絵コンクール

理事長賞受賞!!

三
月
五
日
か
ら
七
日
に
か
け
て
、
勝
浦
中
学
校
に
お
い
て
地
区
対

抗
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

で
き
る
だ
け
多
く
の
時
間
プ
レ
イ
で
き
る
よ
う
昨
年
に
引
き
続
き

リ
ー
グ
戦
と
し
、
各
リ
ー
グ
の
一
位
同
士
に
よ
る
決
勝
戦
と
し
ま
し

た
。
参
加
チ
ー
ム
は
六
チ
ー
ム
で
、
各
リ
ー
グ
戦
と
も
適
度
な
緊
張

感
の
あ
る
良
い
試
合
内
容
で
し
た
。

決
勝
戦
は
、
星
谷
対
沼
江
・
石
原
・
山
西
・
掛
谷
が
行
な
い
、
星

谷
が
五
十
九
対
五
十
二
で
勝
利
し
ま
し
た
。
星

谷
は
、
序
盤
か
ら
リ
ー
ド
し
、
一
時
的
な
逆
転

は
許
し
た
も
の
の
、
三
点
シ
ュ
ー
ト
な
ど
で
追

い
上
げ
る
沼
江
・
石
原
・
山
西
・
掛
谷
を
振
り

切
り
ま
し
た
。

Ａリーグ 星 谷 横 瀬 専門学校

星 谷 34－22 29－21

横 瀬 22－34 27－22

専門学校 21－29 22－27

Ｂリーグ
沼江･石原
山西･掛谷 棚 野 生 名

沼江･石原
山西･掛谷 36－32 30－21

棚 野 32－36 22－18

生 名 21－30 18－22



作
業
所
で
障
害
者
の
作
業
を
体
験
し
話
を
交
わ
す
な

ど
、
四
回
に
わ
た
り
交
流
し
た
そ
の
お
礼
と
し
て
、
二

月
二
十
一
日

に
六
年
生
全
員
が
作
業
所
に
来
ら
れ
、

リ
コ
ー
ダ
演
奏
や
生
徒
の
手
作
り
の
ケ
ー
キ
を
ご
馳
走

に
な
り
な
が
ら
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
景
品
を
当
て
た
り

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

生
徒
さ
ん
か
ら
、
体
験
学
習
の
お
礼
と
障
害
に
負
け

な
い
よ
う
元
気
に
と
励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
作

業
所
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
生
徒
に
、
中
学
校
に
進
学
さ

れ
て
も
作
業
所
で
の
体
験
を
忘
れ
な
い
で
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
と
挨
拶
を
交
わ
し
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す

５

machikado sanpomichi

横
瀬
小
学
校
六
年
生
の

み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う
！

サルビア
作業所

鶴
林
寺
へ
の
遍
路
道
の
修

復
に
取
り
組
ん
で
い
る
生
名

の
有
志
の
皆
さ
ん
が
、
昨
年

十
一
月
十
二
日
に
続
い
て
三

回
目
の
修
復
作
業
を
二
月
二

十
五
日

実
施
し
ま
し
た
。
約
三
十
名
が
参
加
し
、
百
二
十
段
に
レ

ミ
フ
ァ
ル
ト
が
敷
か
れ
、
た
い
へ
ん
通
行
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。

勝
浦
町
い
や
し
の
道
づ
く
り
検
討
委
員
会
も
同
日
鶴
林
寺
へ
の
遍

路
道
の
修
復
に
参
加
し
ま
し
た
。
町
外
に
も
呼
び
か
け
二
十
九
名
の

参
加
が
あ
り
、
生
名
有
志
の
皆
さ
ん
の
修
復
状
況
を
見
た
あ
と
鶴
林

寺
中
腹
ま
で
登
り
、
で
こ
ぼ
こ
に
な
っ
て
い
る
路
面
を
均
し
き
れ
い

に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
活
動
紹
介
や
意
見
交
換
会
が
行

わ
れ
、
地
域
の
住
民
参
加
や
協
働
活
動
の
あ
り
方
な
ど
が
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。

町内八カ所の集会所に

防犯防災灯設置

財団法人自治情報センターの宝くじ

収益金を利用したコミュニティ助成事

業により、町内８カ所の集会所に防犯

防災灯の設置を行いました。

この防犯防災灯は太陽電池によるＬＥＤ灯であり、停電時にも明かりを得る

ことができます。町では、夜間の防犯対策や防災対策及び環境に優しいクリー

ンエネルギー普及対策の一環として、平成18年度および平成19年度の２年間で

各地区の避難所に指定されている集会所に、この防犯防災灯の設置を計画して

います。平成18年度は以下の集会所の防犯防災灯が完成しました。

・沼江コミュニティセンター ・中角集会所

・生名コミュニティセンター ・勝浦会館

・久国集会所 ・中山集会所

・横瀬集会所 ・与川内集会所

へんろ道修復ボランティア作業
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ま
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催
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れ
、
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台
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情 報アア ラ カ ル ト

６

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
」

の
四
月
の
行
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
平
成

十
九
年
度
の
は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
、

四
月
十
七
日

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

今
年
度
も
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
た
い
と

お
も
い
ま
す
の
で
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。

お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
を
広
げ
、
親
も
子

供
も
気
軽
に
楽
し
め
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

一
度
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。

日

時

毎
週
火
曜
日

午
前
十
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

対
象
者

〇
～
五
歳
児
（
家
庭
で
保
育
さ
れ

て
い
る
子
供
と
保
護
者
）
並
び
に

妊
婦
さ
ん

四
月
の
行
事

十
七
日

お
寿
司
を
作
っ
て
お
花
見
を
し
よ
う
！

二
十
四
日

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

お
庭
で
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
し
ま
し
ょ
う
！

三
月
は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
活
動
報
告

は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
員
募
集
!!

は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
の
お
手
伝
い
を
し
て
く

れ
る
マ
マ
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
親
子

共
に
友
達
を
作
る
よ
う
な
つ
も
り
で
仲
間
に

な
っ
て
く
れ
る
方
！
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

(

４
４)

２
０
２
６

毎
週
火
・
木
曜
日
、
横
瀬
小
学
校
体
育
館

に
お
き
ま
し
て
小
学
生
初
心
者
を
対
象
に
、

稽
古
を
始
め
ま
す
。

み
な
さ
ん
ふ
る
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

練
習
開
始
日

四
月
三
日

練
習
時
間

午
後
五
時
～
八
時
ま
で

※
柔
道
着
の
貸
与
で
き
ま
す
。

連
絡
先

勝
浦
町
教
育
委
員
会

（
４
２
）２
５
１
５

柔
道
部
指
導
者

高
木

忠

（
４
２
）３
７
９
０

は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
四
月
行
事

▼いちご狩り

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

柔
道
教
室
か
ら
お
知
ら
せ

”
初
心
者
募
集

“

募

集

近畿かつうら ふるさと会では、５月27日 に総会と懇親交流

会を次のとおり開催する事になりました。

今年も昨年同様、会場を甲子園球場に隣接する「ノボテル甲

子園」で行います。例年ミニ同窓会、子供の頃の遊び仲間の集

い、親戚の集い等さまざまな出会いがあり盛会です。

今年は１時間早く繰り上げて開催致します。

町民の皆様方の積極的なご参加をお待ちしております。

なお当日は観光バスで勝浦町から会場まで送迎いたします。

日 時 ５月27日 午前11時30分～午後５時
受 付：午前11時～11時30分

総 会：午前11時30分～午後12時30分

講演会：午後12時30分～午後１時

講 師 大阪府済生会千里病院

院長補佐 藤井 昇氏

テーマ 「高齢化社会と医療」

懇親会：午後１時～５時 アトラクション

「やっこ連」阿波踊り教室

場 所 「ノボテル 甲子園」 阪神甲子園駅西口前

西宮市甲子園高潮町3-30 0798-48-1111

会 費 10.000円

その他 お申し込みは５月15日 までに産業建設課へ

お願い致します。 （42）1505 FAX（42）3028

近畿かつうらふるさと会だより 町民の皆さまへ

▲ひなまつり



平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す

７

４月25日 ４月18日

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
し
ま
し
ょ
う

★
四
月
生
ま
れ
の
お
誕
生
会
を
す
る

★
乳
幼
児
相
談

★
わ
ん
ぱ
く
教
室
二
〇
〇
七
年
度
の

受
付
と
説
明

★
わ
ん
ぱ
く
だ
よ
り
配
布

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
し
ま
し
ょ
う

★
乳
幼
児
相
談

時

間

午
前
九
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所

（
リ
ズ
ム
室
お
よ
び
園
庭)

対
象
者

家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い
る

乳
幼
児
と
保
護
者

★
育
児
相
談
事
業

内

容

乳
幼
児
に
関
す
る
来
所
相
談

電
話
相
談

時

間

平
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

(

４
２)

３
０
７
７

※
四
月
は
、
毎
週
火
曜
日
・
木
曜
日
、
保
育

師
に
よ
る
保
育
相
談
を
行
い
ま
す
。

時

間

午
前
九
時
～
午
前
十
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

勝
浦
町
で
は
、
子
育
て
を
行
う
家
庭
の
経

済
負
担
を
軽
減
し
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
育

つ
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
平
成
十

九
年
四
月
か
ら
世
帯
児
童
の
第
三
子
以
降

の
四
歳
児
・
五
歳
児
の
保
育
料
に
つ
い
て

軽
減
を
行
い
ま
す
。

対
象
児
童

対
象
児
童
と
は
、
勝
浦
町
内
の
保
育
所
に

入
所
し
て
い
る
児
童
の
う
ち
、
一
世
帯
の

児
童
の
第
三
子
以
降
で
四
月
一
日
現
在
四

歳
児
・
五
歳
児
に
達
し
て
い
る
児
童
が
対

象
と
な
り
ま
す
。
（
入
所
児
童
が
年
度
途

中
で
四
歳
・
五
歳
に
達
し
た
場
合
は
除
き

ま
す
。）

児
童
と
は
、
十
八
歳
に
な
っ
た
年
の
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
者
で
す
。

対
象
児
童
の
保
育
料

無

料

た
だ
し
、
対
象
児
童
を
含
む
二
人
以
上

の
児
童
が
入
所
し
て
い
る
場
合
は
、
対
象

児
童
以
外
の
児
童
の
保
育
料
は
、
従
前
ど

お
り
徴
収
基
準
に
よ
っ
て
徴
収
し
ま
す
。

申
請
方
法
に
つ
い
て

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
戸

籍
謄
本
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
役
場
福
祉
課
お
よ
び
生
比
奈
保

育
所
・
横
瀬
保
育
所
に
あ
り
ま
す
。

申
請
書
提
出
場
所

勝
浦
町
福
祉
課

申
請
受
付
開
始
日

四
月
二
日

か
ら

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
福
祉
課

（
４
２
）１
５
０
２

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
か
ら

★
四
月
の
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

勝
浦
町
保
育
支
援
事
業
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

徳島県知事
県議会議員選挙

任期満了に伴う両選挙が、統一地方選挙として執行

される予定です。

みなさんの一票は、今後の地方自治の方向を定める

という大切な一票です。

投票日には、必ず投票しましょう。

【投票時間】 平成19年４月８日

午前７時～午後８時まで
【投票場所】

施 設 名 地 区

掛谷集会所 石原・沼江・掛谷・山西

勝浦町農村婦人の家 中角・生名

勝浦会館 今山・黒岩・星谷

棚野集会所 久国・棚野・立川

横瀬集会所 中山・横瀬

与川内集会所 与川内

坂本区民集会所 坂本

４月８日 投票日

【期日前投票】

選挙当日、仕事や旅行などで町内にいない場合は、下記

の場所・時間・月日で期日前投票ができます。

（場所）勝浦町役場住民課内 期日前投票所

（時間）午前８時30分～午後８時まで

（土・日曜日も投票できます。）

（月日）４月１日 ～４月７日

【不在者投票】

県の選挙管理委員会が指定した病院や老人ホームなどの

施設に入院・入所している人は、その施設でも不在者投票

ができる場合があります。事前に病院・施設等にお申し出

ください。なお、不在者投票ができる日は、期日前投票の

できる月日と同じです。

【郵便等による不在者投票】

身体に重度の障害があり、法律に定められた障害の程度

に該当する方は、あらかじめ「郵便等投票証明書」の交付

を受けて、郵便等による不在者投票をすることができます。

なお、この制度を利用する方で、自ら投票の記載ができな

い方は、代理記載制度があります。ただし、代理記載でき

る人は、選挙権を有して、あらかじめ町選挙管理委員会委

員長に届出書を提出した方です。また、投票用紙等の交付

の請求は、選挙の期日前４日までに行う必要がありますの

で、ご注意ください。

問い合わせ 勝浦町住民課内

勝浦町選挙管理委員会 （42）1501



平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す

８

固
定
資
産
税
縦
覧
台
帳
（
以
下
「
縦
覧
台

帳
」
と
い
う
）
を
、
無
料
で
縦
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

縦
覧
台
帳
で
土
地
・
家
屋
の
評
価
が
適
正

に
で
き
て
い
る
か
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
家
屋
を
新
築
、
増
築
、
取
り
壊
し
等
さ

れ
た
方
は
、
一
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

縦
覧
場
所

勝
浦
町
総
務
税
務
課

縦
覧
期
間

四
月
一
日

～
六
月
三
十
日

ま
で

平
日

午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
十
五
分
ま
で

※
土
曜･

日
曜･

祝
日
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
総
務
税
務
課

（
４
２
）１
５
０
３

平
成
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
障
害
者
自
立

支
援
法
施
行
に
伴
い
障
害
者
相
談
支
援
事
業

（
身
体
・
知
的
・
精
神
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

勝
浦
町
で
は
、
専
門
員
が
配
置
さ
れ
て
い

る
指
定
相
談
事
業
者
へ
委
託
を
し
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

相
談
内
容

障
害
者
等
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な

情
報
の
提
供
お
よ
び
助
言
そ
の
他
の
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
支
援
等
、
必
要
な
支
援

を
行
い
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
そ
の
他
の

障
害
者
等
の
権
利
擁
護
の
た
め
必
要
な
助
言

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
障
害
者
が
自
立
し
た

日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

そ
の
他

右
記
以
外
の
日
時
で
も
電
話
等
の

相
談
も
受
付
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
福
祉
課

（
４
２
）１
５
０
２

社
会
福
祉
協
議
会

（
４
２
）
４
６
５
２

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

障
害
者
相
談
支
援
事
業

～
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
～

日

時

４月12日

19日

26日

５月10日

17日

24日

場
所

福祉センター

１階研修室

Ｄ
Ｖ
と
は
、
配
偶
者
や
恋
人
な
ど
か

ら
受
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
暴
力
で
、
次
の

よ
う
な
も
の
を
い
い
ま
す
。

身
体
的
暴
力

殴
る
。
蹴
る
。
物
を
投
げ
る
。
引
き

ず
り
回
す
。
髪
を
引
っ
張
る
。
な
ど

精
神
的
暴
力

怒
鳴
る
。
お
ど
す
。
無
視
す
る
。
侮

辱
す
る
。
な
ど

性
的
暴
力

性
的
行
為
を
強
要
す
る
。
中
絶
を
強

要
す
る
。
避
妊
に
協
力
し
な
い
。な
ど

社
会
的
暴
力

外
出
や
つ
き
あ
い
を
制
限
す
る
。
行

動
や
電
話
を
細
か
く
監
視
す
る
。な
ど

経
済
的
暴
力

生
活
費
を
渡
さ
な
い
。
お
金
の
使
い

方
を
細
か
く
管
理
す
る
。
な
ど

Ｄ
Ｖ
の
加
害
者
が
、
い
つ
も
暴
力
を

ふ
る
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
暴
力
を
ふ
る
っ
た
後
、
誤
っ

た
り
、
や
さ
し
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
し
ば
ら
く
す

る
と
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
不
機
嫌
に

な
り
、
ま
た
暴
力
を
振
る
わ
れ
る
と
い

う
繰
り
返
し
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。他

人
に
家
の
中
の
こ
と
を
話
す
こ
と

は
恥
ず
か
し
い
、
も
し
相
手
に
知
ら
れ

て
し
ま
っ
た
ら
・
・
・
等
の
心
配
は
無

用
で
す
。

秘
密
厳
守
・
無
料
で
ご
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。
ま
ず
お
電
話
く
だ
さ
い
。

☆
問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
住
民
課

(

４
２)

１
５
０
１

相
談
機
関
と
し
て
は

徳
島
県
女
性
支
援
セ
ン
タ
ー

０
８
８（
６
２
３
）８
１
１
０

（
年
末
年
始
を
除
く
毎
日
午
前
九

時
～
午
後
十
時
）

徳
島
県
警
察
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

０
８
８（
６
５
３
）９
１
１
０

（
二
十
四
時
間
対
応
）

男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
し
て

配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴
力

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）

た
と
え
親
し
い
間
柄
で
あ
っ
て
も
、
暴
力
は
決
し
て
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
お
子
様
に
と
っ
て
も
悪
い
影
響
を
お
よ
ぼ
し
ま
す
。



交通安全三則

正しい通行をしましょう

横断する時は、右・左の
安全を確認しましょう

外出するときは、明るい

服を着て、夜間は反射材
を身につけましょう

平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す

９

交
通
死
亡
事
故
多
発
警
報
！

夜
間
、
薄
暮
時
の
高
齢
歩
行
者
に
注
意

交
通
死
亡
事
故
多
発
警
報
！

本
年
二
月
二
十
五
日

か
ら
三
月
四
日
ま
で
の

八
日
間
に
六
件
の
交
通

死
亡
事
故
が
発
生
し
、

そ
の
内
の
二
件
は
、
小

松
島
警
察
署
管
内
で
発
生
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
三
月
十
四
日
ま
で
の
十
日
間
、

県
下
全
域
に
交
通
死
亡
事
故
多
発
警
報
を
発

令
し
、
広
報
活
動
や
交
通
指
導
取
締
り
を
行

い
ま
し
た
。
、
今
後
も
活
動
を
継
続
し
て
ま

い
り
ま
す
。

夜
間
、薄
暮
時
の
高
齢
歩
行
者
に
注
意
！

今
回
の
発
令
対
象
と
な
っ
た
事
故
は
、

死
者
六
人
中
五
人
が
高
齢
者

六
件
全
て
が
、
薄
暮
時
か
ら
夜
間

に
発
生
し
て
い
ま
す
。

家
庭
や
職
場
か
ら
、
事
故
の
被
害
者
・
加

害
者
を
出
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

警
察
官
採
用
試
験

受
験
者
募
集
！

採
用
区
分

警
察
官
Ａ

（
大
卒
お
よ
び
同
見
込
の
男
性
、
女
性
）

試
験
案
内
・
申
込
書
配
布
開
始
日

五
月
十
五
日

受
付
期
間

五
月
十
八
日

～
六
月
四
日

第
一
次
試
験
日

七
月
八
日

そ
の
他

警
察
官
Ｂ
（
昭
和
五
十
二
年
四
月
二
日
～
平

成
二
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
性
、
女

性
）
の
試
験
案
内
・
申
込
書
配
布
開
始
日
は
七

月
三
日
、
受
付
期
間
は
五
月
十
八
日
～
六
月
四

日
、
第
一
次
試
験
日
は
十
月
十
四
日
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
小
松
島
警
察
署
警
務
課
ま
で

（
３
２
）０
１
１
０

経
験
者
講
習

４
月
11
日

三
好
警
察
署

４
月
25
日

小
松
島
警
察
署

５
月
９
日

徳
島
西
警
察
署

５
月
23
日

小
松
島
警
察
署

初
心
者
講
習

４
月
４
日

徳
島
西
警
察
署

※
五
月
は
あ
り
ま
せ
ん

安
全
と
安
心
の

ま
ち
づ
く
り

宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
で
、
石
原

地
区
に
消
火
用
資
機
材
が
整
備
さ
れ
ま

し
た
。

石
原
地
区
で
組
織
さ
れ
た
自
主
防
災

組
織
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
消
火

栓
用
ホ
ー
ス
や
非
常
用
発
電
機
な
ど
整

備
さ
れ
ま
し
た
。

火
災
時
の
初
期
消
火
な
ど
に
有
効
な

活
用
が
で
き
る
こ
と
と
期
待
し
ま
す
。

指名手配被疑者の発見･検挙にご協力を

今年の３月で地下鉄サリン事件が発生して12年

になります。全国に指名手配中のオウム真理教の

平田 信、高橋克也、菊地直子が未だ逃走中です。

心当たりのある方は、110番又は「オウム24時間・

0120-006024」までご一報をお願いします。

逮捕監禁致死
爆発物取締罰則違反

平
ひら

田
た

信
まこと

41歳

身長：183㎝くらい

特徴：左首にほくろ、ひげが濃い

殺人･同未遂･逮捕監禁致死

高
たか

橋
はし

克
かつ

也
や

48歳

身長：173㎝くらい
特徴：眉毛が濃い

近視（メガネ使用かも）

殺人・同未遂

菊
きく

地
ち

直
なお

子
こ

34歳

身長：159㎝くらい
特徴：右目の下にほくろ

眉間に横一文字の傷跡
右こめかみにほくろ

平成18年度

コミュニティ助成事業

！
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離婚時の厚生年金の分割制度

離婚時の厚生年金の分割制度は、平成19年４月１日以後に離婚等をした場合において、離婚等をし

た当事者間の合意又は裁判手続きにより分割割合を定めたときに、その当事者の一方からの請求によっ

て、婚姻期間中の保険料納付記録を当事者間で分割することができる制度です。

●平成19年４月１日以後に、離婚した場合又は事実婚関係が解消したと認められる場合に、請求する

ことができます。

●分割割合について、当事者間で話し合いにより定めることになりますが、当事者間で合意に至らな

い場合、当事者の一方が家庭裁判所に対して申立てをし、裁判手続きによって定めることができます。

●保険料納付記録とは、厚生年金保険料の算定の基礎となって標準報酬（標準報酬月額と標準賞与額）

のことをいいます。

●保険料納付記録の分割は、当事者それぞれの対象期間の保険料納付記録を現在価値に換算した額の

総額（対象期間標準報酬総額）を算出して、その額の多い方から少ない方に対して保険料納付記録

の一部を分割するものです。

●分割の請求については、請求期限が定められております。例えば、離婚した場合は、原則として、

離婚した日の翌日から起算して２年を経過したときは、請求することができません。

●あらかじめ分割のための分割割合を決めるために必要な情報を把握しておきたい場合は、離婚時の

分割後の年金見込額等の情報を請求することができます。

65歳以降の老齢厚生年金の繰下げ制度

平成12年改正で60歳台後半の在職老齢年金の制度が導入されたことから、老齢厚生年金の繰下げ支

給の制度が廃止されましたが、今後は高齢者の就労が進むことから、改めて支給開始年齢の繰下げが

行えるようになります。

老齢厚生年金の受給権を有する方で、66歳に達する前に老齢厚生年金の請求をしていなければ、支

給の繰下げを申し出ることができます。

ただし、65歳に達したときに老齢厚生年金を除く他の年金給付の受給権者であった場合や、66歳に

達するまでの間に老齢給付を除く他の年金給付の受給権者となった場合は、支給の繰下げを申し出る

ことはできません。

繰下げ加算額は、老齢厚生年金の受給権を取得した日の属する月の前月までの被保険者期間を基礎

にして計算した老齢厚生年金の額と、在職老齢年金により支給調整された後の額を勘案して、政令で

定める額となります。

なお、施行日前に老齢厚生年金の受給権を有している方は対象となりません。

70歳以上の被用者の老齢厚生年金の給付調整

70歳以上で在職している方に、現行の60歳台後半の在職老齢年金のしくみが適用されます。総報酬

月額相当額と老齢厚生年金基本月額の合計が48万円を超えた場合、超えた額の２分の１相当額につい

て、老齢厚生年金が支給停止されます。

ただし、厚生年金保険料の負担はありません。

なお、施行日において70歳以上の方（昭和12年４月１日以前生まれの方）は、適用されません。

遺族厚生年金の見直し

●65歳以上の遺族配偶者の年金は、自身の納めた老齢厚生年金が全額支給される仕組みとなります。

●子のいない30歳未満の妻への遺族厚生年金は５年間の有効給付となります。

●中高齢寡婦加算の支給対象が、夫の死亡時に40歳以上の妻となります。

受給権者の申出による支給停止

年金受給権者が、自らの申出により、年金を全額支給停止する措置を受けることができる仕組みで

す。なお、年金の支給停止解除は、自らの意思により将来に向っていつでも可能です。

平成19年４月から実施される改正内容について年金制度改正
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国民年金だより

国民年金は20歳から60歳までのすべての方が加入することになっています。

しかし、国民年金保険料を納めることが困難な学生には、本人の前年の所得が

一定額以下の場合、保険料に納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。

■対象となる学生
大学（大学院）・短大・高等学校・高等専門学校・専修学校および各種学校（知事の認可を受け

ている学校で修業年限が１年以上である課程）に在学する20歳以上の学生で、学生本人の前年の所

得が118万円以下であるとき。

■手続き
在学証明または学生証の写し、年金手帳、印鑑をお持ちになり、住民登録をしている市町村役場

国民年金窓口で申請してください。（毎年申告が必要です。）

■承認を受けた期間
学生納付特例期間中の障害や死亡といった不慮の事故にあった場合には、障害基礎年金または遺

族基礎年金を受けることができます。また、学生納付特例期間は、老齢基礎年金の受給資格期間に

算入されますが、老齢基礎年金の年金額には反映されません。

■保険料の追納制度
承認された期間については、保険料を全額納付したときに比べ、受け取る年金額が少なくなりま

す。このため、これらの期間は10年以内であれば、あとから保険料を納付することができる「追納

制度」があります。なお、保険料の免除若しくは納付猶予を受けた期間の翌年度から起算して３年

度目以降に保険料を追納する場合には、承認を受けた当時の保険料額に経過期間に応じ政令で定め

る額が加算されます。

国民年金に任意加入していなかったことにより障害年金を受給していない障害者の方について、福

祉的措置として「特別障害給付金」が支給されます。この給付金は請求書を受付した月の翌月分から

の支給となりますので、請求手続きがお済みでない方は、お早めに請求書を提出してください。

また、特別障害給付金の対象者は

●平成３年３月以前の国民年金任意対象であった学生

●昭和61年３月以前の国民年金任意加入対象であった厚生年金や共済組合等に加入していた方の配偶

者であって、任意加入していなかった期間中に生じた傷病が、現在、障害基礎年金の１・２級相当

の障害の状態にある方。ただし、65歳に達する日の前日までに当該障害状態に該当する方に限られ

ます。

平成19年４月より下記の日程で巡回相談を行ないますので、お気軽にご利用ください。

なお、７月以降の巡回相談の取り扱いについては、別途ご連絡いたします。

徳島南社会保険事務所

相談に際しては、年金手帳・年金証書などをご持参ください。

※代理の方の場合には、本人の署名・捺印のある委任状が必要です。

学生の皆さん！「学生納付特例制度」をご存知ですか？

特別障害給付金の請求はお済みですか？

平成19年度巡回年金相談所の開設について

相談場所 時 間 ４ 月 ５ 月 ６ 月

牟岐町商工会 午前10:00～12：00 午後１:00～３：00 ５日 ２日 ７日

勝浦農村環境改善センター 午後１:30～４：30 12日 10日 14日

那賀町相生老人福祉センター 午前10:00～12：00 午後１:00～３：00 19日 17日 21日

阿南市商工業振興センター 午前10:00～12：00 午後１:00～３：00 26日 24日 28日
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国民健康保険被保険者証の

更新はお済みですか

※平成18年分の申告を済ませていない方は、速やかに申告を済ませてください

４月からは、新しい国民健康保険被保険者証でなければ病院にかかることができません。まだ

更新されていない方は、現在使用している被保険者証をご持参の上、勝浦町総務税務課国保係

までお越しください。新しい保険証と交換します。

こんな時は国保へ届け出を！

退職者医療制度の対象となったとき 印鑑、保険証、年金証書

同じ市町村で住所が変わったとき

印鑑、保険証
世帯主や氏名が変わったとき

世帯が分かれたり、いっしょになったとき

出稼ぎや長期の旅行に行くとき

修学のため、別に住所を定めるとき 印鑑、保険証、在学証明書

保険証をなくしたとき

（あるいは汚れて使えなくなったとき）

印鑑、身分を証明するもの

（使えなくなった保険証等）

そ

の

他

職場の健康保険に入ったとき 印鑑、国保と職場の健康保険の両方の保険証

（後者が未交付の時は加入したことを証明するもの）職場の健康保険の被扶養者になったとき

国保の被保険者が死亡したとき 印鑑、保険証、死亡を証明するもの

生活保護を受けるようになったとき 印鑑、保険証、保護開始決定通知

外国人がやめるとき 保険証、外国人登録証明書

国
保
を
や
め
る
時

必ず 以内に役場受付窓口へ届け出ましょう!! 問い合わせ先 勝浦町総務税務課 42-1503

こ ん な 時 届け出に必要なもの

他の市町村から転入してきたとき 印鑑、他の市区町村の転出証明書

職場の健康保険をやめたとき 印鑑、職場の健康保険をやめた証明書

職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき 印鑑、被扶養者ではない理由の証明書

子どもが生まれたとき 印鑑、保険証、母子健康手帳

生活保護を受けなくなったとき 印鑑、保護廃止決定通知書

外国人が入るとき 外国人登録証明書

国
保
に
入
る
時
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の人は入院前に

申請してください

70歳未満

入院時の窓口での支払いが

自己負担限度額までになります

入院申請

70歳未満の人が入院したとき、平成19年３月までは、自己負担分（医療費の３割または２割）を全

額負担して、あとから申請により限度額を超えた分が支給されましたが、平成19年４月からは、「限

度額適用認定証」を医療機関に提示することで、入院時の窓口での支払いが限度額までとなります。

平成14年からすでに、70歳以上では実施していましたが、平成19年４月から70歳未満も対象となり

ます。

の人が入院したときの窓口での医療費負担が軽減されます

医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額
は

所
得
区
分
に
応
じ
て
異
な
り
ま
す
。

医
療
機
関
の
窓
口
で
そ
の
所
得
区
分

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

入
院
が
決
ま
っ
た
ら
、

入
院
前
に
申
請
し
ま
し
ょ
う
！

70歳未満
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平成19年度の犬の登録と狂犬病予防注射を次の日程で実施します。

登録料 3,000円 注射料 3,000円
狂犬病予防注射は飼い主の義務です。必ず受けるようにしてください。

飼い犬は生涯に１回の登録と

毎年１回の狂犬病予防注射を

受けましょう。

狂犬病について

狂犬病は、現在日本では発生していませんが、

外国では発生例が伝えられています。外国から

の輸入動物が多い現在、狂犬病も感染する恐れ

があります。

犬の生涯１回の登録

犬を飼い始めたときやまだ登録を受けていな

い場合は、登録を受けましょう。

１度登録するとその犬の生涯を通して有効です。

死亡届と変更届

また、犬が死亡したときや犬の住所が変わっ

たときは最寄の市町村長を経由して知事に変更

届をすることが義務づけられています（違反し

た場合は未登録、未注射と同様に罰則が適用さ

れます）。

毎年１回の狂犬病予防注射

狂犬病予防注射は、毎年１回受けなければな

りません。（犬の体調が悪いとき、治療中の病気

があるときは、あらかじめ獣医師に相談してく

ださい）

【問い合わせ】 勝浦町住民課 42－1501

月日 場 所 時 間

４

月

４

日

坂 本 黄 檗 橋 午前 ９:00～９:15

坂 本 郵 便 局 前 ９:20～９:35

坂本大師前停留所 ９:40～９:45

旧JA坂本事業所前 ９:50～10:05

与川内消防詰所前 10:15～10:25

旧JA与川内事業所前 10:30～10:40

勝浦町農村環境改善センター前 10:45～11:00

徳バス横瀬営業所前 11:05～11:20

横 瀬 集 会 所 前 11:25～11:40

J A 勝 浦 支 所 前 11:45～12:00

４

月

５

日

星谷運動公園公衆便所 午前 ９:00～９:15

森内 智さん宅横 ９:25～９:35

勝 浦 会 館 ９:40～９:50

大森良樹さん宅南 ９:55～10:05

今 宮 神 社 前 10:10～10:20

勝 浦 町 役 場 前 10:30～10:45

中 山 権 現 橋 10:55～11:10

中 山 消 防 詰 所 前 11:15～11:30

横 瀬 駐 在 所 前 11:35～11:50

旧ＮＴＴ勝浦支店前 11:55～12:05

４

月

６

日

石 田 亨 さ ん 宅 横 午前 ９:00～９:15

中 田 商 会 付 近 ９:20～９:30

古 山 商 店 横 ９:35～９:45

田 中 屋 食 堂 南 ９:50～10:00

J A 生 比 奈 支 所 前 10:05～10:20

勝浦町農村婦人の家 10:25～10:40

福 山 隆 さ ん 宅 横 10:45～10:55

地 福 寺 入 口 11:00～11:10

生 名 東 林 庵 横 11:15～11:35

生 名 セ ン タ ー 前 11:40～11:55

平成19年度 狂犬病予防注射日程表



４月 ビン（無色･茶色･その他）収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

３日

（火）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ご み フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

10日

（火）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

中 山 集 会 所 前

17日

（火）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 生 名 ご み フ ェ ン ス 横

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ごみフェンス横

24日

（火）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ごみフェンス横

井 上 さ ん 宅 前

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ごみフェンス横

４月 あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

２日

（月）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ご み フ ェ ン ス 横

９日

（月）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

消 防 詰 所 横

16日

（月）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

浜 正 幸 さ ん 宅 西

大 井 堰 碑 の 前

23日

（月）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

指
定
場
所
と
今
月
の
回
収
日

（
中
角
）
勝
浦
町
農
村
婦
人
の
家
敷
地
内

リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫

四
月
七
日

午
前
九
時
ま
で

（
横
瀬
）
勝
浦
町
民
体
育
館
裏
リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫

四
月
十
四
日

午
前
九
時
ま
で

回
収
日
の
五
日
前
か
ら
指
定
場
所
に
置
け
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
ご
家
庭
で
保
管
く
だ
さ
い
。

古
紙
の
分
別
方
法

一

段
ボ
ー
ル

厚
手
の
菓
子
箱
等
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

二

新

聞

紙

チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

そ
れ
以
外
（
広
報
等
）
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

三

古
本
・
雑
誌
・
紙

包
装
紙
な
ど
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

同
じ
種
類
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。
厚
い
表
紙
は
破
っ
て

段
ボ
ー
ル
の
方
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
古
本
（
雑
誌
）
は
そ
れ
ぞ
れ
ひ
も
で

縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
住
民
課

(

４
２)

１
５
０
１

不用犬の引き取り日

４月 10日 ･24日

ボランティアグループ

「勝浦を考える会」古紙の回収にご協力を

平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す

15

４月 ペットボトル・白色トレイ収集日程表
収集日 地 区 備 考

５日

19日
旧生比奈

原則第１・３木
曜日ただし祝祭
日やお盆は変更
しています。ご
注意ください。

６日

20日
旧 横 瀬

原則第１・３金
曜日ただし祝祭
日やお盆は変更
しています。ご
注意ください。

※登録している犬の場合は印鑑
と鑑札が必要です。



平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す
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私
の
熱
い
夏
。

そ
れ
は
、
今
年
の
六
月
、
生
徒
会
長
の

「
何
か
思
い
出
に
残
る
こ
と
を
し
よ
う
。
」

と
い
う
発
案
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
そ

れ
を
み
ん
な
で
相
談
し
た
結
果
、
プ
ル
タ

ブ
・
ア
ル
ミ
缶
の
回
収
運
動
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

プ
ル
タ
ブ
や
ア
ル
ミ
缶
を
八
〇
〇
㎏
集

め
た
ら
、
車
椅
子
一
台
と
交
換
で
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
私
達
生
徒
会
は
、
な
ん
と
か
八

〇
〇
㎏
を
集
め
、
車
椅
子
を
町
内
の
ど
こ

か
の
施
設
に
贈
ろ
う
と
思
い
立
っ
た
の
で

す
。し

か
し
、
学
校
の
中
だ
け
で
は
、
と
て

も
八
〇
〇
㎏
も
集
ま
り
そ
う
も
な
い
の
で
、

町
内
の
方
々
に
も
協
力
を
お
願
い
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

生
徒
会
副
会
長
の
私
も
、
こ
の
お
願
い

役
の
一
人
と
し
て
本
当
に
忙
し
く
な
り
ま

し
た
。
ま
ず
、
役
場
へ
広
報
誌
に
こ
の
運

動
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
る
文
章
を
載
せ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
に
行
き
ま
し

た
。
ま
た
、
町
内
の
店
舗
を
ま
わ
り
、
回

収
ボ
ッ
ク
ス
を
置
か
せ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
お
願
い
に
も
行
き
ま
し
た
。

「
ほ
な
、
ま
た
集
め
と
い
た
げ
る
け
ん
、

ほ
の
レ
ジ
の
横
に
置
い
と
き
」

お
願
い
に
行
く
前
に
は
、
断
ら
れ
る
の
で

は
と
い
う
不
安
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
町

内
の
人
達
は
こ
う
言
っ
て
快
く
私
達
中
学

生
の
お
願
い
を
引
き
受
け
て
下
さ
い
ま
し

た
。そ

の
後
、
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
置
か
せ
て

頂
い
て
い
る
ス
ー
パ
ー
へ
プ
ル
タ
ブ
の
回

収
に
行
っ
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
ボ
ッ
ク

ス
に
入
り
き
ら
な
く
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

買
い
物
袋
い
っ
ぱ
い
の
プ
ル
タ
ブ
が
、
ボ
ッ

ク
ス
の
脇
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
時
も
、
中
学
生
の
呼
び
か
け
に
、

そ
こ
ま
で
し
て
く
れ
る
町
の
人
達
の
温
か

い
心
と
優
し
さ
が
、
私
の
体
の
中
の
隅
々

ま
で
染
み
込
ん
で
い
く
よ
う
な
感
激
を
味

わ
い
ま
し
た
。

夏
休
み
中
も
、
そ
し
て
今
も
、
ひ
た
す

ら
生
徒
会
室
に
た
ま
っ
て
い
る
ア
ル
ミ
缶

を
小
さ
く
潰
す
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。

少
し
減
っ
て
き
た
か
と
思
う
と
、
ま
た
大

量
の
ア
ル
ミ
缶
が
届
く
と
い
う
状
態
で
、

こ
の
作
業
を
投
げ
出
し
た
く
な
る
と
き
も

あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
時
に
は
、
こ
の
二
ヶ
月
間

の
体
験
を
通
じ
て
、
学
ん
だ
こ
と
が
私
を

励
ま
し
て
く
れ
ま
す
。

そ
れ
は
、
「
人
の
輪
」
の
力
で
す
。
私

が
経
験
し
た
よ
う
に
、
誰
か
に
何
か
し
て

も
ら
お
う
と
、
誰
も
が
心
が
温
か
く
な
り

ま
す
。
人
と
人
の
心
が
「
何
か
」
で
つ
な

が
る
と
い
う
こ
と
は
、
目
に
み
え
な
い
す

ご
い
力
を
感
じ
ま
す
。

次
に
、
「
地
域
の
支
え
」
で
す
。
私
達

の
中
学
校
は
、
先
生
方
、
生
徒
、
保
護
者

の
方
々
だ
け
で
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
学
校

に
直
接
関
係
の
な
い
人
々
も
、
中
学
校
を

温
か
く
見
守
り
、
支
え
て
く
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
特
に
こ
の
夏
、
私

は
、
集
ま
っ
た
プ
ル
タ
ブ
と
ア
ル
ミ
缶
そ

の
も
の
が
地
域
の
人
々
の
存
在
の
大
き
さ

だ
と
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
、
先
の
見
え
な
い
こ
の
運
動

も
、
い
つ
か
は
必
ず
八
〇
〇
㎏
と
い
う
目

標
を
も
成
し
遂
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
私
は

確
信
し
て
い
ま
す
。

私
達
の
町
に
は
、
人
の
輪
の
力
も
地
域

の
支
え
も
力
強
く
存
在
し
て
い
る
か
ら
で

す
。私

は
、
高
校
生
に
な
っ
た
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
や
「
福
祉
」
と
い
っ
た
今
ま
で
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
、
新
し
い
分
野
に
参

加
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
が
何
か

す
る
こ
と
で
、
他
の
た
く
さ
ん
の
人
た
ち

か
ら
、
別
の
何
か
を
も
ら
う
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
そ
う
し
た
楽
し
さ
を
も
っ
と
知

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
人
の
輪
」
と
「
地
域
の
支
え
」

今
回
、
語
り
合
う
ペ
ー
ジ
は
、
第
五
十
二
回
青
少
年
非
行
防

止
並
び
に
少
年
の
主
張
県
下
中
学
校
生
徒
弁
論
大
会
に
出
場
さ

れ
た

鈴
木
敦
子
さ
ん
（
久
国
）
の
作
品
を
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

鈴
木
さ
ん
は
勝
浦
中
学
校
在
学
中
に
、
小
松
島
・
勝
浦
・
上

勝
地
区
の
代
表
と
し
て
弁
論
大
会
に
出
場
し
、
見
事
、
最
優
秀

賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。



平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す
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そ
そ
っ
か
し
い
奴
だ
が
世
間
に
は
受
け
る

中
山

山
下
ふ
さ
を

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
こ
め
て
手
を
合
わ
す

立
川

堀

梅

子

早
春
賦
歌
っ
て
歩
く
春
の
土
手

横
瀬

日

下

美

里

そ
の
時
が
来
て
か
ら
は
っ
と
思
い
出
す

棚
野

殿

川

早

苗

外
か
ら
で
は
人
の
心
は
わ
か
ら
な
い

横
瀬

西

蔭

達

男

そ
れ
な
り
の
テ
ン
ポ
で
人
生
歩
ん
で
る

坂
本

平

尾

智

男

相
談
を
さ
れ
て
結
局
担
ぐ
棒

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

そ
っ
と
ま
た
引
き
返
し
見
る
ガ
ス
の
栓

坂
本

平

尾

智

男

〈
評
〉
最
近
留
守
番
の
老
人
が
多
い
。
留
守
に
す

る
時
、
格
別
ガ
ス
栓
に
気
を
つ
か
う
。
南
海
地

震
が
言
わ
れ
て
い
る
だ
け
に
気
を
つ
け
た
い
も

の
だ
。

傍
に
い
る
だ
け
で
空
気
が
柔
ら
か
い

生
名

岩

本

敏

子

〈
評
〉
長
年
連
れ
添
っ
た
人
が
傍
に
い
る
だ
け
で

和
や
か
な
気
分
に
な
れ
る
。
連
れ
合
い
と
は
偉

大
な
も
の
。
そ
う
あ
っ
て
こ
そ
夫
婦
だ
と
思
う
。

粗
食
に
も
耐
え
た
あ
の
日
も
風
化
す
る

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

〈
評
〉
戦
中
戦
後
の
悲
惨
な
生
活
が
思
い
出
さ
れ

る
。
今
の
豊
か
な
生
活
の
中
で
は
想
像
も
出
来

ぬ
事
ば
か
り
。
平
和
な
国
で
い
て
と
祈
る
ば
か

り
。

相
性
も
日
柄
も
吉
の
は
ず
で
し
た

横
瀬

中

田

万

里

落
し
穴
甘
い
言
葉
に
つ
い
負
け
る

横
瀬

桜

木

千

代

そ
っ
と
し
て
お
い
て
あ
げ
た
い
他
人
事

横
瀬

呑

口

久

子

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て
老
い
の
長
電
話

立
川

堀

梅

子

書
き
込
み
の
賀
状
に
浮
か
ぶ
友
の
顔

横
瀬

桜

木

千

代

何
ご
と
も
そ
ろ
ば
ん
通
り
は
じ
け
な
い

立
川

前

田

千

恵

そ
っ
と
し
て
お
く
思
い
や
り
誤
解
さ
れ

横
瀬

前

田

好

月

今
の
子
は
道
草
わ
る
さ
ま
る
で
な
し

久
国

美

馬

真

由

や
り
く
り
も
青
息
吐
息
で
さ
じ
投
げ
る

沼
江

駒
津
こ
つ
ゆ

喜
寿
で
な
お
人
生
知
ら
ぬ
事
多
い

棚
野

島

つ
と
む

悔
い
の
な
い
一
日
だ
っ
た
し
ま
い
風
呂

立
川

前

田

千

恵

メ
ー
ル
よ
り
手
紙
の
好
き
な
母
が
居
る

久
国

美

馬

真

由

雨
の
日
の
マ
イ
ナ
ス
思
考
持
て
余
す

棚
野

殿

川

早

苗

年
末
も
年
始
気
に
せ
ぬ
楽
隠
居

横
瀬

西

蔭

達

男

存
在
感
持
っ
て
人
生
生
き
の
び
る

棚
野

殿

川

早

苗

楽ら

く
な
は
ず
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
使
わ
れ
る

横
瀬

中

田

万

里

性
格
も
顔
も
母
似
で
丸
く
老
い

横
瀬

日

下

美

里

そ
つ
の
な
い
挨
拶
聞
い
て
う
っ
と
り
と

横
瀬

前

田

好

月

そ
も
そ
も
の
喧
嘩
の
元
は
子
供
か
ら

中
山

山
下
ふ
さ
を

許
さ
れ
て
い
て
も
言
い
訳
し
た
く
な
る

棚
野

田

中

思

葦

山
の
子
が
土
壇
場
で
出
す
底
力

棚
野

田

中

思

葦

お
年
玉
老
い
の
財
布
も
か
ら
に
な
る

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

歩
き
な
が
ら
お
遍
路
さ
ん
も
電
話
す
る

棚
野

島

つ
と
む

〈
評
〉
携
帯
電
話
の
普
及
に
驚
く
。
そ
の
便
利
さ

に
引
か
れ
る
。
お
遍
路
さ
ん
は
今
日
の
無
事
を

家
族
に
知
ら
せ
て
い
る
の
か
も
。

絵
手
紙
で
友
と
の
絆
固
く
す
る

横
瀬

呑

口

久

子

〈
評
〉
絵
手
紙
や
絵
日
記
な
ど
で
楽
し
く
交
換
。

季
節
の
移
り
変
わ
り
や
近
況
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
。

続
け
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
。
ぜ
ひ
続
け
た
い

も
の
。

何
く
そ
の
意
地
が
次
第
に
老
化
す
る

沼
江

駒
津
こ
つ
ゆ

〈
評
〉
何
く
そ
と
頑
張
る
意
地
こ
そ
大
切
で
あ
る
。

し
か
し
老
化
に
は
勝
て
ぬ
。
気
力
と
か
体
力
が

衰
え
思
う
様
に
は
行
か
ぬ
。
無
理
し
な
い
で
ね
。

「
そ
」
か
ら
始
め
る

題

雑

詠

次
回
作
品
募
集

四
月
五
日
締
め
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸

山

香

月

五
月
一
日
締
め
切
り

短
歌
一
人
一
首

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

秀

句

秀

句

か
つ
う
ら
柳
壇

井

上

博

選
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の保健行事
日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの

４ 水
健 康 相 談

黒 岩 愛 育 班 総 会
10:00～11:00 勝 浦 会 館 住 民

健康手帳

14 土 山 西 愛 育 班 総 会 10:00～11:00 山 西 集 会 所 住 民

20 金 ２ 歳 児 健 康 診 査 13:00～13:30
農村環境改善

セ ン タ ー

平成17年１月１日～
６月30日までに生ま
れた子

母子健康手帳

25 水 愛育班連絡協議会 ９:30～14:00 住民福祉センター 愛育班長 エプロン・筆記用具

27 金 乳 児 健 康 診 査 13:00～13:30
農村環境改善

セ ン タ ー

平成18年10月１日～
平成19年２月28日ま
でに生まれた子

母子健康手帳

みんなの健康

糖
尿
病
教
室
、
四
月
は
次
の
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
に

つ
い
て
の
基
礎
知
識
や
食
事
・
薬

な
ど
わ
か
り
や
す
く
説
明
を
し
て

い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

場

所

勝
浦
病
院
二
階

研
修
室

時

間

午
後
二
時
か
ら

一
時
間
程
度

費

用

無
料
で
す

そ
の
他

申
込
み
は
不
要
で
自
由
参
加
で

す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
病
院

（
４
２
）２
５
５
５

４月の予定（いずれも火曜日）

日 担 当 内 容

３日 内科医師 糖尿病について

10日 坂口栄養士 食事について

17日 正瑞薬剤師 薬について

24日 亀山看護師長 一般生活と運動

整
形
外
科
か
ら
お
知
ら
せ

勝
浦
病
院
・
整
形
外
科
は
、

昨
年
十
一
月
か
ら
木
曜
日
が

午
後
の
診
療
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
四
月
十
九
日
か
ら

次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま

す
。

・
火
曜
日

午
前
中
の
み

（
今
ま
で
ど
お
り
）

・
木
曜
日

午
前
中
の
み

（
四
月
十
九
日
か
ら
変
更
）

な
お
、
五
月
は
次
の
日
が

休
診
と
な
る
予
定
で
す
。
受

診
の
際
に
は
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

五
月
一
日
、
八
日
、
十
五
日
、

二
十
二
日
、
二
十
九
日

（
い
ず
れ
も
火
曜
日
）

勝

浦

病

院

だ

よ

り

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
天
引
き
）
に
該
当
さ
れ
る
方

特
別
徴
収
に
該
当
さ
れ
る
方
に
、
仮
算
定
分
の
介

護
保
険
料
額
通
知
書
（
四
月
、
六
月
、
八
月
分
）
を

四
月
初
旬
に
通
知
し
ま
す
。

平
成
十
九
年
度
の
介
護
保
険
料
額
の
算
定
は
、
六

月
に
前
年
度
所
得
が
確
定
し
て
か
ら
と
な
る
た
め
、

今
回
送
付
す
る
通
知
書
は
、
仮
算
定
と
し
て
、
平
成

十
八
年
二
月
の
保
険
料
と
同
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

(
初
め
て
特
別
徴
収
に
該
当
さ
れ
る
方
の
仮
算
定
額
は
、

平
成
十
八
年
の
保
険
料
段
階
額
の
六
分
の
一
と
な
り

ま
す
。)

平
成
十
九
年
度
の
確
定
通
知
は
七
月
に
送
付
し
、

保
険
料
額
の
変
更
が
あ
る
場
合
は
十
月
以
降
の
保
険

料
で
調
整
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
頂
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

普
通
徴
収
（
納
付
書･

口
座
振
替
）
に
該
当
さ
れ
る
方

普
通
徴
収
に
該
当
さ
れ
る
方
の
平
成
十
九
年
度
分

保
険
料
は
、
前
年
度
所
得
確
定
後
に
保
険
料
を
決
定

し
七
月
に
通
知
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

勝
浦
町
福
祉
課
介
護
保
険
係

０
８
８
５（
４
２
）
１
５
０
２
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予 防 接 種 の広域化について

定期予防接種について、これまで接種対象者は住所地市町村の医療機関で受けることに

なっていましたが、接種機会を拡大し、未接種者を減らすことにより、感染症の流行や蔓

延の防止を図ることになりました。

定期接種対象者は、住所地以外の医療機関においても（広域化に賛同した医療機関）接

種することができます。

また、広域医療機関に勝浦病院も対象となり、平成19年４月１日から通年で予防接種が

できるようになりました。

詳細については、勝浦町福祉課 保健師にお問い合わせください。

個別接種の委託医療機関

医療機関名 受 付 時 間 注 意 事 項

勝浦病院 小児科

42－2555

月・金曜日

午前10時～午後３時

予防接種を受けるには、あらかじめ電話での

予約が必要です。予約の申込みは月～金曜日

の午後３時～５時です。（ただし、土・日・祝

日を除く）希望する接種日の１週間前までに

お申し込みください。

各種予防接種の実施期間

予防接種の種類 実 施 月

個別接種

Ｂ Ｃ Ｇ

４月～３月

４月については、上記 勝浦病院へお問い合

わせください。

３種混合（百日咳･ジフテリア･破傷風）

２種混合（ジフテリア･破傷風）

麻しん・風しん混合

日本脳炎

集団接種 ポ リ オ ６月４日 ・10月予定

ただし、任意接種（定期接種の対象年齢外の人）は、接種料金が自己負担となります。

次の料金を医療機関の窓口でお支払いください。

ＢＣＧ 5,000円 ３種混合 5，500円（１回につき） ２種混合 4，500円

麻しん・風しん 9，950円（１回につき） 日本脳炎 5，000円（１回につき）

ＢＣＧ、３種混合（百日咳･ジフテリア･破傷風）、

２種混合（ジフテリア･破傷風）、麻しん・風しん、日本脳炎 定期接種は無料です。

接種料金について

【問い合わせ】 勝浦町福祉課 保健師 42－1502
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糖尿病
シリーズ

予防の
実践①

軽度肥満者の糖尿病発症の危険性は、肥満でない人に比べて３～５倍、高度肥満者では10

倍以上になるといわれています。

脂肪、特に内臓の周囲に蓄積される脂肪が増えると、インスリンの効き方が悪くなり、ま

たインスリンの分泌が正常に行われなくなって、糖の代謝障害、すなわち糖尿病にかかる危

険性が高くなります。

また、糖尿病だけでなく、肥満は高脂血症、高血圧、狭心症、痛風、胆石、腰痛やひざ痛

など、さまざまな病気の引き金となる可能性をもっています。これらの症状は、やせている

人と比べると、肥満者に圧倒的に高い発症率を示しています。

特に40～69歳ぐらいまでは、肥満になる傾向にありますので注意しましょう。

肥満と糖尿病

お腹に脂肪がたまると危険!!
肥満には、お腹に脂肪がたまる上半身型（リンゴ型肥満）と、下半身の皮下脂肪が増える下半

身型（洋なし型肥満）の大きく分けて２種類あり、下半身型のほうが糖尿病をはじめ、高脂血症、

高血圧、脳卒中などに関連していることが多いといわれています。

上半身肥満かどうか調べるには、おへその高さで測ったウエストとヒップの比が、女性で0.8、

男性で1.0を越えれば上半身型と診断されます。

Ｗ（ウエスト、へその高さ）÷Ｈ（ヒップ）＝ 男性1.0以上、女性0.8以上

上半身型肥満の判断方法

▲
急激な食事のエネルギー制限はかえって体に悪い
糖質や脂肪を制限するのは好ましいのですが、たんぱく質やビタミン・ミネラルなどは充分に

とらないと体調をくずしてしまいます。必要な栄養素は減らさずにエネルギーを減らすことが大

切です。

▲

減食をした時も水分はとる
減食時、水分摂取も制限するのはよくありません。血圧低下を防ぎ、また便秘を予防する意味

でも、血液の濃縮を防ぐためにも、とくに暑い季節には減食期間中に水分をとることは大切です。

▲

エネルギー制限と運動を組み合わせて
食事のエネルギー制限と運動を組み合わせて減量した人は、減量後の体重をしっかり維持して

いるケースが多いという調査結果があります。また、適度な運動は、ウエストとヒップの比を改

善して上半身型肥満を防ぐことにも役立ちます。

肥
満
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

Ｂ
Ｍ
Ｉ
と
は
？

ＢＭＩは、体格指数と呼ばれ、

体重（㎏）÷[身長（ｍ）×身長（ｍ）]で計算します。

日本人では22が最も病気にならないＢＭＩ値で、25以上は肥満と判定されます。

また、標準体重は、正常ＢＭＩ値を使った計算式

身長（ｍ）×身長（ｍ）×22で求められます。

例：体重が72㎏、身長が168㎝の男性の場合

ＢＭＩ：72÷（1.68×1.68）＝25.5（肥満と判定）

標準体重：1.68×1.68×22＝62.1（㎏）

上半身型肥満と下半身型肥満

上半身型
(リンゴ型)

下半身型
(洋なし型)

保
健
だ
よ
り

肥満に注意しよう
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若くない日々 藤堂志津子

からだのままに 南 木 佳 士

オニがきた 大 道 珠 貴

ポル・ポトの掌 三 輪 太 郎

純 棘 五 条 瑛

母ちゃん ーオンマー 江 宮 隆 之

大人ドロップ 樋 口 直 哉

青に候 志 水 辰 夫

九月の恋と出会うまで 松 尾 由 美

ミハスの落日 貫 井 徳 郎

ティッシュペーパー・ボーイ 有 吉 玉 青

朱 唇 井上祐美子

片眼の猿 道 尾 秀 介

風姿恋伝 唯 川 恵

作家の手紙 有栖川有栖 他

ぼくの手はきみのために 市 川 拓 司

楽老抄 ２ 田 辺 聖 子

救済の彼岸 朝 倉 祐 弥

年に一度の、二人 永井するみ

格差社会スパイラル 山 田 昌 弘

はじめての韓国伝統茶 李 映 林

バランスボールできれいにやせる

Fine Fix 監修

ぜーんぶホットケーキミックスのパン･パン･パン

Gakken

加藤美由紀の小さい子どもがよろこぶメニュー

加藤美由紀

新着図書の一部紹介

五十歳から迎える第三のライ

フステージが幕を開ける。人生

の後半期からの贅沢時間こそ夢

を実現しようという願望である。

林 住 期

五 木 寛 之

カラ売り専業ファンド、村お

こし詐欺師、途上国専門屋、破

綻企業サルベージ屋…金融界の

まっとうな道を踏み外した男た

ちのカネへの執念が熱い物語を

生んだ。新境地の経済小説。

カラ売り屋

黒 木 亮

★おはなし会

22日 午後２時から

図書館幼児室

※小さなお子様を対象にし

た紙芝居の読み聞かせで

す。ぜひいらして下さい。

★図書館が閉っている時の

返却本は玄関横のブック

ポストに入れてください

４月の行事 ★ ４ 月 ★

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ １０１１１２１３１４

１５１６１７１８１９２０２１

２２２３２４２５２６２７２８

２９３０

○県立図書館協力巡回日 ○休館日

県立図書館で借りた本を、県立図書館に直接返却す

ることが困難な方は勝浦町図書館を通じて返却するこ

とができますが、四月からは必ず受付で職員に遠隔地

返却することを口頭で伝えてから、遠隔地返却用紙に

記入してもらうよにな

りました。（ブックポ

ストには返却しないで

下さい。）

また、水に濡れたり、

破れたりした本などは

直接県立図書館にご返

却ください。

遠隔地返却サービス

図書館だより
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まちのうごき
平成19年２月16日～平成19年３月15日（敬称略）

人 口（平成19年２月28日現在）

世帯数 2,153戸

男性 3,066人
女性 3,304人
計 6,370人

出生 男 ３人 女 ０人 計 ３人
死亡 男 ３人 女 ３人 計 ６人
転入 男 ３人 女 ３人 計 ６人

転出 男 ５人 女 ４人 計 ９人

北 内 秀 武 さん（横瀬） 山口和紀宣 さん（坂本）

横井ハマエ さん（久国）

以上の方から善意銀行に善意がよせられました。

ありがとうございました。

善意ありがとうございました
（２月16日～３月15日）

ホームページアドレス http://www.town.katsuura.lg.jp E-mailアドレス soumu＠town.katsuura.lg.jp

お誕生おめでとう

大字棚野字仮家 ）東 山 佳 史
陽 子

長男 拓
ひろ

叶
と

大字沼江字並松 ）上 岡 尚 貴
亜 美

二女 佳
か

音
のん

日 時 ４月12日 午後１時30分～４時30分

場 所 勝浦町農村環境改善センター１階 相談室

持参物 年金を受給していない方 年金手帳

年金を受給している方 年金証書

日 時 ４月14日 午前９時30分～午後４時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

日 時 ４月10日 午前８時30分～午後７時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

年金請求に関する相談 ０５７０（０５）１１６５

年金受給している方の相談 ０５７０（０７）１１６５

受付時間 午前８時30分～午後５時まで
※土・日・祝日を除く

休日年金相談

ねんきんダイヤル

ご利用ください！
出張年金相談所

時間延長年金相談

日 時 場 所 備 考

４月６日

４月13日

４月20日

４月27日

午後1時～4時30分

勝浦町住民福祉

センター１階

内 容

人権・行政・厚生

福祉

平日でも受付してお

りますので、お気軽

にお問い合わせくだ

さい。 (42)4652

心配ごと相談

おくやみ申します

大字三溪字西岡 栗 本 儀 一（90歳）

大字沼江字平間 森 内 惠 一（81歳）

大字久国字松ノ本 横 井 重 雄（80歳）

大字中角字玉の木 田岡トヨ子（79歳）

大字坂本字平野 山 田 宗 夫（91歳）

４月 勝浦郡夜間救急当番表

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４

１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８

２９ ３０

○勝浦病院 42-2555 ●上勝診療所 44-5010
平日:午後６時～翌朝午前９時 休日:午後７時～翌朝午前９時

当講座は、勝浦会館において当地域と近隣地域の方々

が、それぞれの講座の中で親ぼく・交流を深め人権問

題に対する理解と認識を高めていくことを目的として

います。この趣旨をご理解いただき、多数の方のご参

加をお待ちしております。

申 込 先 勝浦会館（申込用紙は、会館にあります）

開 講 ５月から

開講予定 大正琴・陶芸・踊り・習字・生け花・歌謡・パソコン

注 〇参加者が少ない場合や講師の都合で開講できない場合も

ありますので、お含みください。

〇各教室には材料費等が必要です。申し込み時にお尋ねく
ださい。

問い合わせ先 勝浦会館 ４２－３３０５
mail:kaikan@town.katsuura.tokushima.jp

平成19年度 人権教育推進市町村事業

交流講座の申し込み
勝浦会館

から
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